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説
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村
上

薫

本
作
品
は
、
ニ

O
一
二
年
八
月
ま
で
に
一
回
版

を
重
ね
た
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
で
、
演
劇
化
も
さ
れ
た
。

奥
付
に
よ
れ
ば
、
著
者
の
ハ

テ
ィ
ジ
ェ
・
メ
リ
エ

ム
は
一
九
六
八
年
イ
ス

タ
ン
プ
ル
生
ま
れ
。
ド
ク

ズ

・
エ
イ
リ
ュ
ル
大
学
財
政
学
科
を
卒
業
後
、
三

年
間
の
銀
行
勤
務
の
後
、
一
九
九
四
年
に
ロ
ン
ド

ン
に
渡
り
、
清
掃
、
ベ
ビ
l
シ
y

タ
l
、
ア
イ
ロ

ン
か
け
、
新
聞
配
達
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
つ

一
九
九
六

1
ニ
O
O
一
年
に
『
オ
キ

ュ
ズ

(
雄
牛
)
』
誌
の
編
集
に
た
ず
さ
わ
り
、
一
九
九
九

年
に
『
ヴ

ァ
ル
ル
ッ
ク
(
存
在
)
』
誌
主
催
コ
ン
テ

ス
ト
の
掌
編
部
門
で

「初
売
り

G
E
F
)」
が
注

目
を
浴
び
た
。
主
な
作
品
に

『十
人
十
色
(
町
田
富

、

こ

O

L
大
h

同
協
同
居
間
協
同
居
百
円
口
貸
出
向
ロ
自
民
)
』
(ニ

O
O

八
年
)
、

『私
の
頭
の
中
の
蛇
(
〉
E
旨
】
岳
E
Jヘ
巳

g
)』

(ニ

O
一
O
年
)
な
ど
が
あ
る
。
写
真
家
の
顔
も
も

っ
。本

作
品
は
、
数
行
か
ら
十
頁
程
度
の
掌
編
三
十

編
か
ら
な
る
。
掌
編
(
オ
イ
キ

ュ
ひ一可百
)
と
は
、

日
本
文
学
の
短
篇
に
似
て
い
る
が
、
ト
ル
コ
語
で

は

「詩
の
姉
妹
」
と
形
容
さ
れ
、
ト
ル
コ
人
の
感

覚
で
は
小
説
よ
り
詩
に
近
い
(
大
島
史
「
作
家
と
誇

る
現
代
ト
ル
コ
文
堂
1
|
|オ
ヤ
・

パ
イ
ダ
ル
と
そ
の
作

口
問
」
『
現
代
の
中
東
』
第
三
十
七
号
、

ニ
O
O
四
年
)。

タ
イ
ト
ル
は
、
女
性
に
と

っ
て
結
婚
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
説
く
慣
用
句
、

「蚊
ほ
ど

の
亭
主
で
い

い
か
ら
、
い
て
く
れ
な
い
と
」
か
ら
と
ら
れ
て
い

る
。
語
り
手
が
三

O
人
の

「
も
し
私
が

O
O
の
女
房
だ

っ
た
ら
」
と
い
う
仮

定
法
で
語
る
と

い
う
形
式
で
、
登
場
す
る
の
は
社

会
階
層
的
に
は

「中
の
下」

に
属
す
、
さ
ま
ざ
ま

な
職
業
、
年
齢
、

性
格
の
男
た
ち
の
女
房
た
ち
で

あ
る
。

「女
房
」

に
つ
い
て
、

酔

っ
払
い
の
女
房
、
ア
パ
ー
ト

の
門
番
の
女

房
、
旋
盤
工
の
女
房
、
こ
び
と
の
女
房
、
イ

マ
|
ム
の
女
房
、
配
達
夫

の
女
房
、

家
具
職

人
の
女
房
、
看
守
の
女
房
、
肉
屋
の
女
房
、

若
い
男
の
女
房
、
繊
細
な
男
の
女
房
、
労
働

者
の
女
房
、
怠
け
者
の
女
房
、
男
の
二
番
目

の
女
房
、
鉄
道
員
の
女
房
、
商
人
の
女
房
、

小
心
者
の
女
房
、
年
金
生
活
者
の
女
房
、
大

食
い

の
女
房
、
無
用
な
男
の
女
房
、

ジ
プ
シ

ー
男
の
女
房
、
初
恋
の
相
手
の
女
房
、
サ
ズ

詩
人
の
女
房
、
運
命
の
犠
牲
者

の
女
房
、
美

男
の
女
房
、
詩
人
の
女
房
、
老
人

の
女
房
、

困
窮
し
た
男
の
女
房
、
父
の
女
房
、
息
子
の

女
房
。

ト
ル
コ
語
で
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っ
か
あ
る
が
、

「
配
偶
者
」
を
指
す
言
葉
は
い
く

こ
の
作
品
に
登
場
す
る
の
は

wg

(女
房
、
か
み
さ
ん
)
と

-
8
8
(亭
主
、
だ
ん
な
、
う

ち
の
人
)
で
あ
る
。
対
等
な
関
係
性

の
語
感
が
あ

り
、
公
的
な
場
面
で
使
わ
れ
る

g
(妻
、
夫
)
に

た
い
し
、

E
D
と

-sg
は
口
語
的
で
、
夫
婦
の
役

割
や
相
補
う
関
係
性
を
意
味
と
し
て
含
ん
だ
言
葉

と
い
え
る
。
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
が

8
ロ
を
好
ん
で
使

う
の

に
た
い
し
、
宮
口
栄
宮
内回
は
よ
り
下
の
階
層
の

あ
い
だ
で
使
わ
れ
る
。

そ
の
よ
、
7
な

「女
房
」
た
ち
を
と
り
あ
げ
る

と
に
つ
い
て
、
著
者
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
次
の
よ

う
に
答
え
て
い
る
。

|

|

有
名
人
や
富
裕
層
、
エ
リ
ー
ト
が
登
場
し

な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
?

「そ
れ
は
、
そ
う
し
た
人
た
ち
の
女
房
た
ち
は

典
型
的
な
意
味
で
の

女
房

で
は
な
い
か
ら

で
す
。
彼
女
た
ち
に
女
房
で
は
な
く
妻

(8
)

で
す
。
妻
た
ち
は
出
口
を
た
く
さ
ん
持

っ
て
い

ま
す
。
人
生
の
ド
ラ
マ
や
苦
労
や
不
安
に
名
前

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

本
や
心
理
療
法

士
、
膜
想
サ
ロ

ン
な
ど
、
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く

れ
る
最
新
の
方
法
も
利
用
で
き
ま
す
。
で
も
下

層
出
身
の
女
性
は
た
い
て
い
、
自
分
た
ち
の
貧

困
や
窮
乏
に
名
前
を

つ
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
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彼
女
た
ち
は
印
象
に
基
づ
く
判
断
や
直
感
て
解

決
す
る
し
か
な
い
の
で
す
。

マ
ハ

y
レ
の
な
か

で
、
編
み
物
を
手
に
ガ
ム
を
か
み
な
が
ら
戸

ロ

の
前
に
座
り
込
み
、
コ

ン
ロ
に
か
け
た
夕
飯
の

お
か
ず
の
こ
と
で
頭
は
い

っ
ぱ
い
で
す
。
そ
ん

な
彼
女
た
ち
は
互
い
に
連
帯
感
に
満
ち
た
会
話

を
し
ま
す
。
連
帯
感
に
満
ち
た
、
文
字
で
は
書

か
れ
て
い
な
い
本
の
な
か
の
文
章
を
語
る
の
で

す
。
夕
方
、
亭
主
た
ち
が
疲
れ
て
帰

っ
て
く
る

と
か
夜
間
シ
フ
ト
が
あ
る
の
に
雨
の
せ
い
で
パ

ン
ツ
が
乾
か
な
か
っ
た
と
か
。
そ
う
い
っ
た
た

ぐ
い
の
苦
労
や
解
決
策
が
書
か
れ
た
分
厚
い
本

の
文
章
で
す
。
こ
の
文
章
は
、
目
が
く
ら
む
ほ

ど
輝
い
て
い
る
こ
と
も
あ
る
し
、
陰
管
だ
っ
た

り
、
恐
ろ
し
い
ほ
ど
現
実
的
だ
っ
た
り
、
あ
る

い
は
繰
り
返
し
ば
か
り
で
退
屈
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
貧
乏
人
の
ド
ラ
マ
は
、
だ
か
ら
と
て
も

豊
か
な
の
で
す
」
。
(
後
略
)

ー
ー
ー

で
も
女
性
た
ち
が
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え

て
い
た
ら
、
家
父
長
制
的
な
社
会
は
変
化
し
な

い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

「彼
女
た
ち
は
人
生
の
三
分
の
一
を

『
蚊
ほ
ど

の
亭
主
で
も

い
い
か
ら
・・
・:・
』
と
聞
か
さ
れ
結

婚
の
準
備
を
し
な
が
ら
過
ご
し
ま
す
。
結
婚
の

準
備
期
間
は
、
緊
張
や
疲
労
が

つ
き
も
の
で
す

が
、
計
画
や
戦
略
、
防
衛
、
投
資
も
必
要
と
さ

れ
ま
す
。
こ
の
本
に
登
場
す
る
女
性
の
多
く
は

こ
の
準
備
期
間
を
「
優
」
で
終
え
た
人
た
ち
で

す
。
彼
女
た
ち
は
家
父
長
制
的
な
秩
序
の
な
か

で
や

っ
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
戦
略
に
わ
ら
に

も
す
が
る
気
持
ち
で
し
が
み
つ
く
の
で
す
。
こ

の
戦
略
が
救
済
の
手
段
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と

こ
そ
が
、
家
父
長
制
的
秩
序
を
強
化
す
る
要
因

の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
」
。

(ニ
O
O
二
年
一
二
月
一
三
日
付
け
河
む
主
将
ミ
紙
)

こ
の
作
品
が
人
気
を
博
し
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、

軽
妙
な
語
り
ロ
と
ユ
ー
モ
ア
と
と
も
に
、
自
分
の

感
情
や
経
験
を
公
的
な
場
で
語

っ
た
り
文
章
に
し

た
り
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
女
性
た
ち
の
世
界
を

描
き
出
し
た
こ
と
に
あ
る
。
著
者
が
語
る
よ
う
に
、

作
品
に
登
場
す
る
三
十
人
の
女
房
た
ち
は
、
「

O
O

の
女
房
」
と
し
て
、
夫
を
通
じ
て
し
か
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
持
て
な
い
女
性
で
あ
り
、
家
父
長
制

の
犠
牲
者
と
い
え
る
。
だ
が
同
時
に
、
抑
圧
や
窮

乏
に
抵
抗
し
日
常
を
生
き
延
び
る
た
く
ま
し
さ
も

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
そ
ん
な
三
十
人

の
女
房
た

ち
に
つ
い
て
想
像
を
め
ぐ
ら
せ
た
あ
と
、
著
者
は

誰
の
女
房
で
も
な
い
語
り
手
に
、
独
り
で
い
る
こ

と
の
代
償
の
大
き
さ
、
そ
れ
で
も
生
き
て
い
こ
う

と
い
う
希
望
を
語
ら
せ
て
い
る
。
「蚊
ほ
ど
で
い
い

か
ら
」
亭
主
が
い
て
こ
そ
の
女
、
と
い
う

「
女
房
l

亭
主
的
秩
序
」

い
な
く
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
悲
し
み
ゃ
苦
し
み
、

そ
し
て
希
望
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

の
も
と
で
は
、

結
婚
し
て
い
て
も

今
回
訳
し
た
の
は
、
第

一
話
「
酔
っ
ぱ
ら
い
の

女
房
」
、
第
二
話
「
ア
パ
ー
ト
の
門
番
の
女
房
」
、

第
七
話

「家
具
職
人
の
女
房
」
、
第
二
十
四
話

「運

命
の
犠
牲
者
の
女
房
」
、
第
二
十
五
話
「
美
男
の
女

房
一
」
、
第
三
十
話
「
息
子
の
女
房
」
、
お
よ
び
語
り

手
に
よ
る
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
あ
る
。
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